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コロナ禍以降，子ども子育て支援にICTを積極的に活用しており，オンラインによる子ども子育て支援プ

ログラムでは，英語対応や聞こえづらさのある親子への対応として字幕やフリップを作成している。聞こえ

づらさのある親子を対象に字幕に関してアンケート調査を実施した結果，子どもを意識して平仮名のみで字

幕を作成するよりも実際に読むのは養育者になるため漢字も使用したほうが瞬時に意味を掴みやすいこと，

字幕の位置は画面の下部が読みやすいこと，要約ではなく音声の全てを文字にする方が良いこと，発話者が

誰かわかるような工夫がほしいことなどが明らかになっている。
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１．問題と目的

1. 1．コロナ禍と聞こえづらさ

2019年末頃に始まった新型コロナウイルス

（COVID-19）感染症の流行（以下，「コロナ

禍」と略す。）では，外出時のマスク着用やオ

ンラインツールの普及など新しい生活様式が広

まっている。一方，感染拡大を防ぐマスクが，

相手の表情や口の形から情報を読み取る聞こえ

づらさのある人の妨げとなっている。聴覚障害

者には，ろう者，中途失聴者，難聴者などが含

まれるが，特に障害者認定を受けていない場合

も含めた総称として本稿では「聞こえづらさの

ある人」と呼称する。

一般社団法人ダイアローグ・ジャパン・ソサ

エティ（2020）が実施した「COVID-19（新

型コロナウイルス）感染拡大防止に伴う視覚障

害者・聴覚障害者が抱える困難に関する緊急ア

ンケート」に対して聞こえづらさのある人は，

人とのコミュニケーションの機会が減った

（80.0％），生活面（買い物，マスク，健康管理

等）での不便を感じた（71.3％），外出面（仕

方がない買い物や健康管理のための運動，通

院，同行援護等）で不便を感じた（61.3％），

人とのコミュニケーションにおいて，不安や心

配を感じた（58.8％）と回答している。また，

筆談への遠慮，電話での会話が困難，手話通訳

を頼みにくいに加えて，マスクで読話・読唇が

できない，字幕のない動画の増加，オンライン

の画像越しでは読唇の難易度が高いなどの意見

が報告されている。字幕は聞こえづらさのある

人にとって極めて重要なものといえる。

1. 2．映像と字幕

テレビ番組への字幕の挿入効果については，

内容理解が確実になることが報告されている

（湯川・太田，1997）。もっとも，字幕の効果

については文字の読み書きが可能となる児童期

以降となる。高橋・橋岡（1986）は，幼児期

の聞こえづらさのある子どもの場合には，話の

内容の要約の仕方や言語レベルの問題ととも

に，どんな情報をどのようにして提示するのか

が課題であると指摘している。

毎日新聞がNHKの教育番組「おかあさんと

いっしょ」の字幕付与について，以下のような

ことを記事にしている。未就学児向けの教育番

組は「文字で画面をふさぐより，映像を優先し

た方が楽しんでもらえる」と考えてきたが，聞

こえづらさのある母親から「幼児番組に字幕が

出ないのは不便。ママが一緒に楽しめないのは

残念」，「子どもがどんな歌や話に喜んでいるの
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か知りたい」，「子どもと一緒に歌ったり，お話

を理解して番組を楽しみたい」などの要望を受

けて，2012年10月から乳幼児期の親子の視聴

を想定した番組で字幕放送が開始されている。

放送開始後は「子ども向けの教育番組の字幕化

をずっと願っていた」などの反響が寄せられた

とのことである。

乳幼児期においては字幕を見て番組内容を理

解することは難しく，字幕の効果を立証するこ

とも難しい。しかしながら，親子支援という観

点から言えば，字幕は親子の相互交流の一助に

なり得るものである。

1. 3．ぴっぱらんど

京都女子大学親子支援ひろば「ぴっぱらん」

（以下，「ぴっぱらん」と略す。）活動は，開室

当初の来室・対面型のみからコロナ禍のオンラ

イン双方向型を経て（瀬々倉・清水，2021），

両者を組合わせるなどしたハイブリッド型へと

進化してきている。2021年度に実施した

「ぴっぱらんど」のプログラムを表１に示す。

「ぴっぱらんど」などの複数のプログラムを実

施してきている「ぴっぱらん活動」のコンセプ

トは，以下のとおりである（瀬々倉，2020）。

①未就園児とその養育者（保護者）とを対象の

中心にする。

②家庭ではなかなか経験できない豊かな遊び体

験を提供する。

③子どものみならず，養育者（保護者）にとっ

ても意味のある体験を提供する。

④豊かな親子関係をつむぐことに貢献する。

⑤親子との関わりの中で，学生が親子への学び

を深める。

オンラインで実施することにより，字幕の必

要な親子，英語が必要な親子，遠方在住の親子

などへの対応が可能となっている。字幕や字幕

フリップについては，コロナ禍によるマスク着

用で口唇の動きを読んでコミュニケーションを

とっている聞こえづらさのある親子が非常に困

難な状態に陥っているという社会状況を踏ま

え，聞こえづらさのある親子にも楽しんでもら

いたいとの思いで行っている（瀬々倉，

2022）。

字幕の内容は，ノートテイカーなどの要約筆

記のグループ形成の経験がある第二筆者と，第

一筆者を含む学生たちが相談しながら作成し，

コロナ禍初年度については聞こえづらさのある

親子に視聴してもらい助言を受けて修整をして

いる。

1. 4．ぴっぱらんどにおける字幕

2021年度の「ぴっぱらんど」は，音遊びが

テーマである。言語化することが難しい音楽に

ついてオノマトペを用いたり，「♪ピアノが

なっているよ」と状況が分かるような言葉を用

いたりするなどの工夫をしている（図１）。

双方向交流プログラムをスムーズに進められ

るようにリアルタイムで進める内容については

フリップを使用し（図１），事前に録画した字

幕を併用している（図２）。幼児でも理解でき
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表１ 2021年度「ぴっぱらんど」プログラム（瀬々倉，2022)

プログラム ぴっぱらんど

コンセプト
子どもわくわく！おとなゆっくり…

〜みんなでいっしょに音あそび♪ からだで感じて動かして〜

始まりの会

・お名前呼び「どこでしょう」

・手遊び歌「あたま・かた・ひざぽん」

・動物あてクイズ（動画）

メイン活動
・新聞遊び（前半）「帽子・望遠鏡を作ってお山に行こう！」（帽子作りは動画）

・動物たちの音遊び（後半）（オリジナル曲）

終わりの会
・パパの作ったご馳走「新聞紙の焼き芋・栗」

・ぴっぱらん手遊び



るように新聞紙の上下左右にぴっぱらんキャラ

クターを配置している（図２）。これによって

参加者が画面を左右反転で設定をしている場合

にも混乱を避けることができるようになってい

る。リアルタイムの進行における字幕は，当時

は未だ不十分だったZOOMの字幕機能を用いる

のではなく，事前に台本より台詞を打ち込みコ

ピーしたものをB5版大のフリップに貼り使用

している（図１）。本稿では特にフリップを強

調したいときを除き，以下，字幕とフリップを

あわせて字幕と表記する。

1. 5．目的

本研究は，聞こえづらさのある親子へのアン

ケート調査から，より効果的な字幕使用につい

て検討し，今後のぴっぱらん活動，さらには子

ども子育て支援に広く活用できるように，字幕

が親子の相互交流に与える影響，字幕使用の課

題，乳幼児期の子ども子育て支援における字幕

の意義の３つを明らかにすることを目的として

いる。

２．方法と倫理的配慮

2. 1．方法

対象：聞こえづらさのある養育者，聞こえづら

さのある子どもをもつ養育者12名である。より

具体的には，ろう学校幼稚部の養育者，実施２

回分の聞こえづらさのある乳幼児とその家族の

交流の場に参加していた養育者である。

調査期間：2022年10月15日〜同年11月20日

調査方法：Googleフォームを用いたアンケー

ト

調査内容：2021年度「ぴっぱらんど」のメイ

ン活動の一部分の動画を視聴してもらった後

に，アンケートに回答してもらう形式とする。

また，子どもとのコミュニケーションの方法，

子ども番組の字幕，テレビの字幕，コロナ禍で

の生活，子ども子育て支援活動について尋ねて

いる。

視聴を依頼する動画：全体で約60分のプログラ

ムの内「新聞紙でちょこっと遊ぼう！」という

14分00秒の新聞遊びのコーナーから４分33秒

を抽出した動画である。以下にURLを示す。

https: //www. youtube. com/watch? v =

ltHeWQYXePE

参加親子からは，ぴっぱらんのオリジナル

キャラクターである「ぴっぱくん」と「らんちゃ

ん」と「字幕」とで２分割のギャラリー･ビューと

なっている（図１）。予め参加家庭にも新聞紙

を用意していただき，参加親子とキャラクター

が一緒に新聞紙で望遠鏡を作って画面越しにの

ぞき合いっこをしたり（図３），帽子を創った

りして遊んだ後に，山を目指して歩いている場

面である。途中で川があり，新聞紙で作った橋
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図１ リアルタイムのフリップとキャラクター

図２ 事前に録画した字幕

図３ 新聞で望遠鏡

図４ ３分割のギャラリー・ビュー



を渡して川越をする場面では，通常のキャラク

ターと字幕に加えて，新聞紙の橋を渡って川越

をする学生の足元が映し出される３分割のギャ

ラリー・ビューになっている（図４）。

リアルタイムでプログラムを実施している際

には，ぴっぱらん実施側の保育学生たちには参

加親子の様子が観られる設定になっており，一

人一人の名前を呼びながら進行している。なお，

プログラム実施後にオンデマンド・コンテンツ

として限定公開するにあたっては，名前が分か

らないようにするなど音声処理を行っている。

2. 2．倫理的配慮

ぴっぱらんの各プログラムの参加者には，教

育研究のために当日の様子を録画・撮影するこ

と，さらに個人が特定できないような処理を施

したうえでの公開について了承を得ている。ま

た，本研究におけるアンケート調査の依頼に際

して，調査目的を次のように説明している。

「乳幼児期の子ども・子育て支援活動における

字幕の意義や改善点について検討し，今後の

ぴっぱらん活動に活用することを目的としてい

る」。加えて回答結果は統計的に処理を行い個

人が特定されることはないことを明記したうえ

で，無記名式で実施している。

３．結果

3. 1．回答者

12名の養育者から回答が得られた。回答者の

年齢は40代が最も多く６名，30代が５名，20

代が１名であった。また，回答者全員が女性か

つ母親からの回答であったため，以下では，回

答者を「母親」と記す。

子どもの年齢は１歳４ケ月から６歳６ケ月ま

での平均4.4歳であった。

母親と子どもの聞こえに関する事項として

は，「母親：聞こえづらさ無し，子ども：聞こ

えづらさ有り」が75.0％，「母親：聞こえづら

さ有り，子ども：聞こえづらさ有り」が25.0％

であった。なお，その他の欄に見られた「私も

子どももほぼ健聴であるが，強いて言えば，子

どもは高音域に聞こえにくさがある」という回

答は，「母親：聞こえづらさ無し，子ども：聞

こえづらさ有り」に分類した。

母親と子どもとのコミュニケーション方法と

して複数回答での選択では，口話が83.3％，手

話 が 83.3％，指 文 字 が 58.3％，補 聴 器 が

50.0％，読 話・読 唇 が 16.7％，筆 談 が

16.7％，その他として人工内耳が8.3％と，１

人あたり平均3.2個を選択している。特に「母

親：聞こえづらさ有り，子ども：聞こえづらさ

有り」では，その他を除いた６個の選択肢の

内，平均5.0個が選択されており，複数のコ

ミュニケーション方法を用いて子どもとやりと

りしていることが分かる。

3. 2．字幕に関する意見

2021年度実施「ぴっぱらんど」の５分弱の

動画を視聴した上で14の字幕に関する質問項目

について意見を求めた（表２）。丸数字に対応

した質問項目に関する程度を１（最も弱い）か

ら５（最も強い）までの５件法で評価してい

る。また，聞こえに関する事項で比較している

が，表の中では「母親：聞こえづらさがない，

子ども：聞こえづらさがある」は「母親：聞こ

える，子ども：聞こえづらい」，「母親：聞こえ

づらさがある，子ども：聞こえづらさがある」

は「母親：聞こえづらい，子ども：聞こえづら

い」と 記 し て い る。ま た，両 者 で Mann-

WhitneyのU検定を行った。

ぴっぱらん活動では台詞を要約して提示して

いたが，「⑦要約字幕よりも，できるだけその

場の状況や雰囲気が分かる字幕の方が安心す

る」が3.8ポイントで最高値を示しており，要

約字幕よりもできるだけその場の状況等が分か

る字幕の方が支持されていることが分かる（表

２）。なお，要約ではなく全文を希望することは

改善点の自由記述でも指摘されている（表３）。

｢母親：聞こえづらさがない，子ども：聞こ

えづらさがある」と「母親：聞こえづらさがあ

る，子ども：聞こえづらさがある」とで，「⑩

字幕があることで子どもと楽しさなどの感情を

共有しやすかった」には有意傾向が確認できる

（表２，U＝3.5，p＝.064）。また，全体として
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表２ 2021年度「ぴっぱらんど」の字幕に関する評価

母親 聞こえる 聞こえづらい
全体 Mann-

Whitney

U検定

子ども 聞こえづらい 聞こえづらい

n Av（SD) 9 3 12

①
字幕の位置が適切で映像と照らし合わせやすかっ

た
2.7（1.49) 4.0（0.82) 3.0（1.47) .209

② 誰が話しているのかわかった 1.9（0.87) 1.7（0.94) 1.8（0.90) .727

③ 表示時間が適切だった 3.0（1.33) 2.3（0.94) 2.8（1.28) .482

④ 文字の大きさが適切だった 3.3（1.33) 4.0（0.82) 3.5（1.26) .600

⑤ 一枚に書かれている文字の量が適切だった 3.1（1.20) 4.0（0.82) 3.3（1.18) .282

⑥ 全て平仮名よりも漢字の方がわかりやすい 2.1（0.99) 1.7（0.94) 2.0（1.00) .600

⑦
要約字幕よりも，できるだけその場の状況や雰囲

気が分かる字幕の方が安心する
3.9（0.99) 3.7（0.94) 3.8（0.99) .727

⑧ 活動の流れを把握しやすかった 2.8（1.47) 3.3（0.47) 2.9（1.32) .727

⑨ 子どもと一緒に活動を楽しんだ 2.7（1.05) 3.0（0.00) 2.8（0.92) .864

⑩
字幕があることで子どもと楽しさなどの感情を共

有しやすかった
2.1（0.87) 3.3（0.47) 2.4（0.95) .064†

⑪
子どもがどんな歌や話に喜んでいるのか分かりや

すかった
2.4（1.34) 2.3（0.94) 2.4（1.26) 1.000

⑫ 子どもの問いかけに反応しやすかった 2.7（1.25) 2.3（0.94) 2.6（1.19) .864

⑬ 活動の流れが分かり，安心した 3.0（1.25) 2.7（1.25) 2.9（1.26) .727

⑭ 字幕が子どもへの語りかけのヒントになった 3.1（1.37) 4.3（0.94) 3.4（1.38) .209

†：p＜. 10

表３ 2021年度「ぴっぱらんど」の字幕に関する改善点

カテゴリー 回答数 具体的な内容

話者の表示 ３

・字幕の表示タイミングやだれが発声しているセリフなのかが分かる工夫が必要な

のではと感じた

・今，誰が何を話しているかのタイミングが分かりにくかった

・読み上げたところの字幕の色が（カラオケの映像のように）変わったり，読んで

いるところを指で押さえたりと，今どういう内容が話されているのかがわかれば，

なお分かりやすくなる

字幕の内容 ２

・字幕が全ての言葉を網羅していない

・字幕にない会話や言葉掛けもたくさんあったので，そのあたりの聞き取りが難し

いだろうな…

画面の数 ２

・途中，画面が字幕画面を含めて３つになる所がありましたが，画面が増えて分か

りにくかった

・実写の足とイラストと字幕同時だとどこを見ていいのか分かりづらくなる

字幕の表示

スタイル
２

・動画の字幕というと，テレビや映画などの字幕で馴染んでいるので，字幕付けに

おいては，それらを参考にしていただきたい

・字幕はイラストを見やすいように下の位置にして透明にした方が見やすい

大きさ・明るさ １ ・もう少し大きく明るめの字幕にした方が読みやすい



も３番目の高値となった「⑭字幕が子どもへの

語りかけのヒントになった」でも，両者の差が

質問項目①に次いで２番目に1.2ポイントと開

いている（表２）。字幕が感情の共有や語りか

けのヒントになっている。

一方，最低値は「②誰が話しているのかわ

かった」の1.8ポイント，次いで「⑥すべてひ

らがなよりも漢字の方がわかりやすい」の2.0

ポイントであった（表２）。

また，2021年度「ぴっぱらんど」の動画の

字幕に関する改善点について自由記述で回答を

求めた。回答数は６件（回答率50.0％）であ

り，751文字にも及ぶ熱心な回答もあり平均文

字数は222.8文字であった。得られた回答を

「話者の表示」，「字幕の内容」，「画面の数」，

「字幕の表示スタイル」，「大きさ・明るさ」に

カテゴライズしたものを表３に示す。表２で最

低値となった②の話者が分かりにくかった点を

２名が改善点として指摘している。

ギャラリー・ビューによってキャラクターと

字幕を２分割する方法（図１）と，キャラク

ターと字幕をテレビのように表示する方法と

で，分かりやすいのは前者が83.3％，後者が

16.7％であった。もっとも，３分割のギャラ

リー・ビューは分かりづらいとする意見が

16.7％あった（表３）。

3. 3．子ども番組の字幕

テレビの子ども向け番組等を見る際の字幕の

表示有無について尋ねた。その結果，「字幕を

表示していない」（58.3％），「字幕を表示して

いる」（41.7％）であった。まず，「字幕を表示

しない」理由（複数回答）としては，「子ども

がまだ字を学習していないから」（85.7％）が

最多であり，字幕の表示理由に子どもの文字の

学習状況が影響していることが確認できる。続

いて，「画面を字幕でふさぐよりも，映像を優

先したい」（57.1％），「子どもに分かりやすく

内容を伝えたい」（28.5％），「ある程度聞こえ

るため」（25.5％）であった。ある程度聞こえ

ることについて，その他欄に「人工内耳で音を

ある程度理解できる」などの説明がなされてい

た。

次に，「字幕を表示している」理由としては，

「母親：聞こえづらさがある，子ども：聞こえ

づらさがある」では，字幕の表示率は100％

（３名）であった。表示理由としては，３名中

２名が「子どもと一緒に楽しみたい」，「子ども

の問いかけに応えたい」，「子どもの興味関心を

理解したい」といった理由を選択していた。ま

た，「母親：聞こえづらさがある，子ども：聞

こえづらさがある」では，字幕を介して，子ど

もの問いかけに応えたり，子どもが何に興味を

示しているのか理解したりしていることが明ら

かとなった。このような字幕の表示理由から，

字幕は子どもとのやりとりのきっかけづくり

や，相互交流の豊かさにつながっていることが

理解できる。

｢母親：聞こえづらさがない，子ども：聞こ

えづらさがある」と「母親：聞こえづらさがあ

る，子ども：聞こえづらさがある」とで，字幕

表示の有無を表４に示す。また，Pearsonのカ

イ２乗検定を行ったところ，有意差を確認でき

た（χ2(1,N＝12)＝5.60，p＝.018）。「子ど

も：聞こえづらさがある」は共通しており，母

親（養育者）が聞こえづらさがあるか否かで字

幕表示に差が生じていることが分かる。

3. 4．テレビの字幕

テレビを見ていて不便に感じることを複数回
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表４ 親子と字幕表示の有無

母親 聞こえる 聞こえづらい Pearson

カイ２乗検定子ども 聞こえづらい 聞こえづらい

字幕を表示 ２名 ３名
.018*

字幕を非表示 ７名 ０名

*：p＜. 05



答で尋ねた。最多は「字幕がない番組がある」

の58.3％と，字幕がないことに対して不便に感

じていることが分かる。次に「感染予防のた

め，出演者がマスクをつけている時がある」の

41.7％であった。コロナ禍におけるマスク着用

が生活面での不便さにつながっていることが確

認できる。その他，「生放送などでは字幕と映

像があっていない」が33.3％，「CMに入った

ときに字幕が途中で切れるときがたまにある」，

「子どもが聞こえにくいので大きな音で聞きた

がる」，「特にない」という回答がそれぞれ

8.3％であった。

3. 5．コロナ禍での生活

コロナ禍におけるマスク着用や感染防止対策

が与える影響の程度について尋ねた。１（最も

弱い）から５（最も強い）までの５件法で評価

している（表５）。また，「子どもとのコミュニ

ケーション方法」を尋ねた項目において，話し

手の口の形を読み取り，発話の内容を理解する

「読話・読唇」を選択している人と「読話・読

唇」を選択していない人とで比較し，Mann-

WhitneyのU検定を行った。

有意傾向を確認することはできなかったが，

コミュニケーション方法として「読話・読唇」

を使用している場合には，マスクがあると読

話・読唇が使えないため，「口の動きが分から

ない」，「飛沫防止シートやマスクなどで声が届

きづらい」で共に5.0ポイントと上限値になっ

ている。また，「読話・読唇」を使用していな

い場合でも，４ポイント台と高い値となってい

る。コロナ禍における感染防止対策が聞こえづ

らさのある親子に与える影響が大きいことが分

かる。

また，「口の動きが分からない」ことや「マ

スクなどで声が届きづらい」ことに対する感情

について尋ねた。１（最も弱い）から５（最も

強い）までの５件法で評価し，「読話・読唇」

を選択している人と「読話・読唇」を選択して

いない人で比較し，Mann-WhitneyのU検定を

行った（表６）。「読話・読唇」を使用している

場合には，「大変」「あきらめ」の感情が5.0ポ

イントと最高値になっており，「読話・読唇」

を使用していない人とでは1.0ポイント以上の

差もみられ，共に同値で有意傾向にある（U＝

1.0，p＝.061）。

3. 6．子ども子育て支援活動への参加

ぴっぱらん活動以外の子ども子育て支援活動

に75.0％が参加しており，25.0％が未参加で

あった。参加プログラムは「一般的なプログラ

ム」が77.8％となり，「聞こえづらさを意識し

たプログラム」の55.6％を上回っていた。な

お，両方に参加している者は44.4％であった。

｢一番参加したいと感じるオンラインでの子

ども子育て支援活動の実施形態」を尋ねた項目

では，「いつでもどこでも視聴できるYouTube

のようなオンデマンド型（字幕付き）」の希望

が最も多く58.3％，「ZOOMのような交流がで

きる双方向型オンライン（字幕付き・集団）」

が41.7％となり，「ZOOMのような交流ができ

る双方向型オンライン（字幕付き・個別対応）」

は皆無であった。

４．考察

4. 1．親子の相互交流への影響

調査開始前には動画に字幕があることで，親

子のやりとりが活発になり，相互交流が豊かに
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表５ コロナ禍における感染防止対策が与える影響

Av（SD)

読話・読唇をコミュニケーション方法として
全体

(n＝12)

Mann-

Whitney

U検定使用していない（n＝10) 使用している（n＝2)

口の動きが分からない 4.3（1.19) 5.0（0.00) 4.4（1.11) .485

飛沫防止シートやマスクなどで声

が届きづらい
4.0（1.10) 5.0（0.00) 4.2（1.07) .182



なるのではないかと期待していた。しかしなが

ら，「⑨子どもと一緒に活動を楽しんだ」，「⑪

子どもがどんな歌や話に喜んでいるのか分かり

やすかった」，「⑫子どもの問いかけに反応しや

すかった」では，いずれも高ポイントとは言え

ず親子の相互交流が活性化したとまでは認めら

れない（表２）。

親子の相互交流が活性化しなかった要因の一

つとして，視聴を依頼した動画の選定が関係し

ていると考えられる。幅広い親子がこの動画を

視聴することを前提にしているので学生の顔が

映っていない箇所を抽出し，回答者の負担も考

慮し，プログラムのメイン活動の途中から終わ

りまでの５分弱の動画の視聴を依頼している。

活動の途中からの動画であるため，活動の流れ

が分かりにくかったと推測される。学生の顔を

プライバシーに配慮してモザイク処理を施した

り，メイン活動の始めから終わりまでの動画に

したりすることが改善に繋がると考えられる。

｢母親：聞こえづらさがある，子ども：聞こ

えづらさがある」に注目すると，「⑭字幕が子

どもへの語りかけのヒントになった」は，4.3

ポイントと最も高くなっている（表２）。また，

自宅での字幕の表示率は100％であり，字幕の

表示理由としても３名中２名が「子どもと一緒

に楽しみたい」，「子どもの問いかけに応えた

い」，「子どもの興味関心を理解したい」といっ

た相互交流に関連する理由を選択している。さ

らに，「⑩字幕があることで子どもと楽しさな

どの感情を共有しやすかった」では，有意傾向

が認められている（表２，U＝3.5，p＝.064）。

NHKの教育番組での事例にもあるように，字

幕があることで，子どもが楽しんでいる番組の

内容（歌や話）を知ることができ，子どもの問

いかけに答えたり，子どもと一緒に楽しんだり

することができる。「母親：聞こえづらさがあ

る，子ども：聞こえづらさがある」における字

幕の表示理由についても同様に，「字幕を介し

て，子どもの問いかけに応えたり，子どもが何

に興味を示しているのか理解したりしている」

と換言でき，字幕によって子どもと感情を共有

することや，応答的な関わりにつながっている

と考えられ，親子のやりとりを促し，親子の相

互交流を豊かにしていることが示唆されてい

る。

4. 2．字幕とキャプション

ぴっぱらん活動の字幕では，２分割のギャラ

リー・ビューでメイン画面の横画面にフリップ

で字幕を表示する方法（図１）と，事前に録画

することでテレビや映画と同様に一つの画面の

下部などに字幕を表示する方法（図２）とがあ

る。このような仕組みに対して「①字幕の位置

が適切で映像と照らし合わせやすかった」の項

目では，3.0ポイントに対して標準偏差が最も

大きく1.47になっており，評価が１から５と広

範に広がっている（表２）。この①で１ポイン

トとした２名は，字幕に関する改善点で「動画
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表６ コロナ禍におけるマスク着用に関する感情

Av（SD)

読話・読唇をコミュニケーション方法として
全体

(n＝12)

Mann-

Whitney

U検定使用していない（n＝10) 使用している（n＝2)

不安 3.7（0.78) 3.5（1.50) 3.7（0.94) 1.000

大変 3.7（0.78) 5.0（0.00) 3.9（0.86) .061†

もどかしい 3.8（0.98) 4.0（1.00) 3.8（0.99) .909

あきらめ 3.3（0.78) 5.0（0.00) 3.6（0.95) .061†

孤独感 3.2（0.87) 2.5（0.50) 3.1（0.86) .364

イライラ 2.8（0.60) 3.0（0.00) 2.8（0.55) .758

†：p＜. 10



の字幕というと，テレビや映画などの字幕で馴

染んでいるので，字幕付けにおいては，それら

を参考にしていただきたい」，「字幕は下の位置

にして透明にした方が見やすい」と指摘してい

る（表３）。テレビや映画とは異なる字幕の表

示スタイルが照らし合わせづらさにつながった

のではないかと考えられる。

また，ギャラリー・ビューが３分割される場

面がある（図４）。字幕に関する改善点の中で

も「画面が字幕を含めて３つになる所がありま

したが，画面が増えて分かりにくかった」，

「（３画面だと）どこを見ていいのか分かりづら

くなる」という意見がある（表３）。画面の数

が増えることで字幕と映像を照らし合わせづら

くなったと考えられる。

｢②誰が話しているのかわかった」の項目は

1.8ポイントと最低の評価となっている（表

２）。また，字幕に関する改善点の中で「話者

の表示」に関する要望が最も多く３名から受け

ている。社会福祉法人聴力障害者情報文化セン

ターのホームページでは，話者が特定できるよ

うな配慮を行う必要性について指摘している。

聞こえづらさのない人が洋画の日本語字幕スー

パーを見る場合は，聞こえてくる音声が男性の

声か女性の声か，あるいは声の特徴から話者を

特定するなど，音から得られる情報と視覚情報

（映像と字幕）を合わせながら字幕の内容や話

者を理解している。一方，音からこのような情

報を得ることは，聞こえづらさのある人にとっ

て難しいことであるため，話者を特定できるよ

うな配慮が必要だと述べている。例えば，NHK

の子ども向け番組等では話者によって字幕の色

を変えたり，話者を表記したりするなどの工夫

を行っている。これに対して「ぴっぱらんど」

の字幕では話者が分かるような工夫はできてお

らず改善が必要である。

｢③表示時間が適切だった」では2.8ポイント

である。視聴を依頼したサンプル動画では，字

幕を表示するタイミングが速かったり遅かった

りするなど，言葉と字幕にズレがある場面が４

箇所認められ注意する必要がある（表２）。

一方，「④文字の大きさが適切だった」では

3.5ポイントと２番目の高評価である（表２）。

１つの画面に字幕だけを映していたため，字幕

の文字が小さくなったり，イラストに隠れたり

することなく，視聴することができたことが高

評価につながったと考えられる。もっとも，字

幕に関する改善点の中には「もう少し大きく明

るめの字幕にした方が読みやすい」という意見

もある（表３）。文字はより大きくし，モニ

ターによってはコントラスト，配色などに違い

がでることを念頭におく必要がある。

｢⑤一枚に書かれている文字の量が適切だっ

た」では3.3ポイントである。字幕を作成する

際に「前に言っていた言葉」を振り返ることが

できるように，また，内容が関連づけることが

できるように，話のまとまりや場面毎にまとめ

て１枚に表示するようにしていた。このため，

一枚当たりの文字数が22文字から73文字まで

と3.3倍の開きが発生している。文字数が多い

場合には２枚に分けるなどの工夫が必要と考え

られる。

｢⑥すべてひらがなよりも漢字の方がわかり

やすい」の項目では，2.0ポイントと２番目の

低評価となっている（表２）。養育者が視聴す

る場合，平仮名表記文よりも漢字仮名交じり表

記文の方が見やすいのではないかと考え，この

項目について尋ねている。漢字が文を区切る視

覚的な指標になるといわれ，文を表記する文字

数の減少や視覚的な捉えやすさといった点か

ら，短時間提示の場合の漢字使用効果は大きい

（四日市，2002）。しかしながら，ぴっぱらん

活動は乳幼児向けのプログラムであり，平易な

言葉で構成されているため，必ずしも漢字仮名

交じり表記文が分かりやすさにつながっている

とは言えず，漢字か平仮名かで内容理解には影

響しないとも考えられる。

この低評価の背景には，ぴっぱらん活動の字

幕の対象が分からないということが考えられ

る。字幕に関する改善点の指摘では，誰に対す

る字幕かについて言及しているものがある。以

下，原文のまま転載する。「ぴっぱらんどは２・

３歳児のお子さん中心ということでしたが，３

歳ではひらがなの一つ一つを認識するのがやっ
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とで，字幕の目的の一つである，『ひらがなを

文や意味のまとまりとしてしっかり読むことが

できる』子はいないのではと感じます。字幕を

誰に見せたいかの目的意識がもう少し明確に知

りたいところですが，発達段階を考えると親向

けの字幕ということになるでしょうか？親向け

なら，今の字幕でも漢字混じりでもどちらでも

良さそう」という意見である。なお，ぴっぱら

ん活動の字幕は養育者を念頭においている。

NHKの教育番組「おかあさんといっしょ」や

「いないいないばあ」といった乳幼児期の親子

の視聴を想定した番組において，歌の歌詞では

漢字の使用（全て漢字の上に振り仮名）が見ら

れたものの，それ以外の部分では平仮名やカタ

カナが使用されている。NHKの乳幼児期の親子

の視聴を想定した教育番組の字幕において平仮

名が主流であること，漢字か平仮名かで内容の

理解には影響しないこと，さらには「子どもが

平仮名に触れる機会として」字幕を表示してい

るという結果から，子ども子育て支援における

字幕の表示言語としても平仮名が望ましいと考

えられる。今後，全て平仮名，漢字には振り仮

名付き，物などの名詞のみをカタカナにした平

仮名など，表記形式を変えた字幕で養育者から

の評価を得たいと考えている。

｢⑦要約字幕よりも，できるだけその場の状

況や雰囲気が分かる字幕の方が安心する」の項

目では3.8ポイントと最高評価となっている

（表２）。内容に忠実な字幕，その場の状況が分

かる字幕が支持されている。字幕に関する改善

点には「字幕が全ての言葉を網羅していない」，

「字幕にない会話や言葉掛けもたくさんあった

ので，そのあたりの聞き取りが難しいだろうな

…」とあり，要約字幕は望まれていないことが

確認できる（表３）。

NHKでは，提供する番組内容等の問題から，

台詞を要約して提示する方法を基本としたが，

作品の内容を細かく把握し，発話者の口の動き

を理解する手掛かりにするためには，台詞に忠

実な字幕の方が有利であるとする考えもある

（四日市，2002）。また，提示する字幕が台詞

を要約したものである場合と台詞そのままであ

る場合の番組内容の理解について検討した小

畑・西川・高橋（1985）の結果から，台詞に

忠実な字幕の読み取りでは，文字の提示が早す

ぎて読むのが大変であるといった感想が述べら

れたものの，字幕がない場合や要約型の字幕の

場合に比べ内容の理解は優れていたということ

が報告されている。

また，字幕などの情報保障は大事であるが，

見るものであるため言葉のむだがなくなってし

まい，一方，話し言葉は何回も繰り返したり余

計なことを言ったり誇張したりしているからこ

そ，それで肩の力を抜くことができるとする意

見もある（片倉，1999）。

以上のことから，内容を理解しやすく，肩の

力を抜くことができるという点から，台詞に忠

実な字幕かつその場の状況や雰囲気が分かる字

幕が視聴者の安心感につながっているのではな

いかと考えられる。

4. 3．字幕の意義

子ども子育て支援における字幕は，「親子の

やりとりのきっかけづくり」，「聞こえづらさの

ある親子の居場所づくり」，「コロナ禍での情報

保障」としての３つの意義を担っている。

聞こえづらさのある親子にとって字幕が子ど

もへの語りかけのヒントになっていることが確

認でき，子ども子育て支援の字幕は親子のやり

とりのきっかけづくりとしての意義がある。特

に「母親：聞こえづらさがある，子ども：聞こ

えづらさがある」で意義が認められる。

河崎（1999）は，聞こえづらさのある子ど

もをもつ聞こえづらさのない母親に対して必要

とされる臨床的な援助は，ちょっとした子ども

の表情や仕草に対して言葉や身振りを返す調子

合せや子どもから投げかけられる視線に頷き返

して伝える支持や励ましといった母子のかかわ

り合いが，その後も持続して体験できるよう励

ますことであると言う。そのためには，母と子

のかかわり合いにどのようなコミュニケーショ

ン媒体を用いるかが，一つの重要な鍵となり，

遊びの要素を含みながら楽しんでやりとりする

こと，感情をキャッチし，なぞり返し，感情の
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コントロールの仕方を体験すること，そういっ

た経験を母親と子どもが進めていくためには，

一方的ではない，互いにとって平等な「こと

ば」が必要であるとしている（河崎，前掲書）。

ここでは，「聴こえ」を異にする親子について

述べているが，「母親：聞こえづらさがある，

子ども：聞こえづらさがある」においても，そ

のような親子の情緒的なやりとりを行うために

必要な「ことば」を語りかける上で，字幕はヒ

ントになり，やりとりのきっかけづくりとなっ

ている。

字幕を付けた子ども子育て支援活動は，聞こ

えづらさのある子どもにとって，ろう学校や療

育施設以外の居場所づくりにつながっている。

遠方に在住している親子も自宅から参加するこ

とができるZOOＭでのオンライン開催や，いつ

でもどこでも好きなように視聴することができ

るオンデマンド配信において字幕を付けて提供

することで，聞こえづらさのある親子が地域差

関係なく楽しむことができる。このように，聞

こえづらさのある親子の居場所づくりとして意

義がある。

また，コロナ禍に特有ではあるが，情報保障

としても意義がある。一般社団法人ダイアロー

グ・ジャパン・ソサエティ（2020）アンケー

トにおいて，コロナ禍における感染防止対策が

聞こえづらさのある人に与える影響が大きいこ

とが示唆されている。特に「読話・読唇」をコ

ミュニケーション方法として使用している人ほ

ど影響は大きかったことが分かっている。さら

に，「読話・読唇」をコミュニケーション方法

として使用している人はマスク着用に関して

「大変」や「あきらめ」といった感情を強く抱

いている。一方，「コロナ禍で誰しもがマスク

を着用しているために，口唇の動きを読んでコ

ミュニケーションをとっている聞こえづらさの

ある親子が，非常に困難な状況に陥っている」

（瀬々倉，2022）ため，ぴっぱらん活動では字

幕をつけることにしている。字幕をつけて情報

保障を行うことは，マスク着用に対して「あき

らめ」や「大変」，「不安」などの感情を抱いて

いる聞こえづらさのある親子の不便さや不安の

軽減にもつながっていると考えられる。

字幕を表示していない理由の約９割が「子ど

もがまだ字を学習していないから」という理由

であり，字幕の表示理由に子どもの字の学習状

況が大いに影響している。さらに，子どもの聞

こえづらさに関わらず養育者自身に聞こえづら

さがあるか否かで字幕表示に差が生じているこ

とから，乳幼児期のテレビ番組や子ども子育て

支援における字幕の場合には，大人が字幕を利

用していることが理解できる。よって，大人向

けに字幕を意識して作成する必要があると再確

認できる。

また，字幕が子どもへの語りかけのヒントに

なっていたことから，親子で視聴する際に子ど

もは目から見える情報だけではなく，養育者が

字幕を媒介として語りかけたり，動画で話して

いる内容を手話や指文字等のコミュニケーショ

ン方法で伝えたりすることで，動画を理解し，

その動画・活動の世界に入って楽しむことがで

きると考えられる。字幕は画面越しに子どもと

保育学生とをつなぐ役目をする養育者に貢献

し，養育者と子どものかかわりをファシリテー

トする（促す）役割を果たしている。

５．結論

ぴっぱらん活動のコンセプトの１つである

「豊かな親子関係をつむぐことに貢献する」と

いった観点からも，字幕の重要性を確認するこ

とができた。保育者養成課程における子ども子

育て支援は，子育て家庭のニーズに出来うる限

り近づけるよう保育学生を育てつつ実施する点

で，専門職によるこども子育て支援とは異なっ

ている。このため，プログラム本番に向けた練

習は当日ギリギリまでかかり，字幕に反映する

セリフなどもギリギリまで改訂を続けて当日を

迎えている。本研究で得た字幕の工夫に関する

ヒントを意識しながら，日々更新されている

ICTの機能と保育学生の状況とを照らし合わせ

つつ，今後の活動に活かしていくことが肝要で

ある。また，聞こえづらさが有るか否かに関わ

らず，オンラインプログラム特有の音声や画像

の乱れなどへの対応としても字幕は有効であ
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る。まずは支援者として相手のニーズに気付い

て繊細に対応していくことが重要である。
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